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右
上
は
全
国
労
組
交
流
セ
ン

タ
ー
教
育
労
働
者
部
会
が
作
成

し
た
全
国
の
教
育
労
働
者
に
参

加
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
で

す
。

　

産
別
ビ
ラ
、
実
行
委
員
会

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
手
に
職
場
の

仲
間
に
「
11
月
3
日
、
一
緒
に

日
比
谷
野
音
に
行
こ
う
」
と
も

う
一
巡
の
声
か
け
を
！

　

実
行
委
員
会
で
も
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
入
っ
た
チ
ラ
シ
を
作
成
し

ま
し
た
（
表
面
は
ポ
ス
タ
ー
の

縮
小
版
）。
こ
れ
ま
で
11
月
集

会
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人

に
は
も
れ
な
く
関
西
生
コ
ン
労

組
支
援
や
国
際
連
帯
、
改
憲
阻

止
な
ど
を
訴
え
て
、
ぜ
ひ
最
後

の
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
声
の
参
加
の
呼
び
か
け
を
お

願
い
し
ま
す
。＊

　

↖
左
上
の
チ
ラ
シ
は
、
９
月

23
日
に
行
わ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
安
田
純
平
さ
ん
講
演
会
の

報
告
と
共
に
配
布
さ
れ
て
い
る

「
大
行
進
神
奈
川
」
の
も
の
で

す
。
各
団
体
の
運
動
に
踏
ま
え

た
チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
、
も
う

一
声
ず
つ
集
会
参
加
を
訴
え
て

下
さ
い
。
百
万
人
署
名
運
動
の

チ
ラ
シ
な
ど
も
ぜ
ひ
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

た
。
日
比
谷
野
音
へ
の
大
結
集

に
向
け
て
、
も
う
一
巡
、
も
う

	

11
・
３
全
国
労
働
者
集
会
ま

で
残
り
２
週
間
と
な
り
ま
し

各
団
体
・
職
場
で
独
自
ビ
ラ
を
つ
く
り

も
う
一
巡
、も
う
一
声
の
呼
び
か
け
を
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こ
の
集
会
は
「
闘
う
労
働
組
合
の

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
ろ
う
」

と
訴
え
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
今
年
で
22
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
最
初
の
き
っ
か
け
は
、
１
９
９
８

年
５
月
に
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤

回
闘
争
に
対
し
て
「
Ｊ
Ｒ
に
は
民
営

化
に
伴
う
解
雇
の
法
的
責
任
は
及
ば

な
い
」
と
い
う
反
動
判
決
が
下
さ
れ

た
こ
と
で
し
た
。

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
は
、
20
万
人

が
職
場
を
追
わ
れ
、
２
０
０
人
を
自

殺
に
追
い
込
む
戦
後
最
大
の
労
組
破

壊
の
攻
撃
で
し
た
。
そ
れ
な
の
に
そ

の
責
任
は
Ｊ
Ｒ
に
は
及
ば
な
い
。
こ

ん
な
こ
と
を
許
せ
ば
解
雇
も
不
当
労

働
行
為
も
や
り
た
い
放
題
に
な
る
と

い
う
危
機
感
が
連
帯
ユ
ニ
オ
ン
関
西

地
区
生
コ
ン
支
部
、全
国
金
属
機
械
・

港
合
同
、
動
労
千
葉
の
３
つ
の
労
働

組
合
を
結
び
つ
け
、
共
同
の
呼
び
か

け
で
本
集
会
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

　
以
降
、
国
鉄
解
雇
撤
回
闘
争
は
、

国
労
が
闘
い
の
旗
を
降
ろ
し
て
し
ま

う
困
難
を
の
り
こ
え
て
大
き
な
前
進

を
か
ち
と
り
ま
し
た
。
２
０
１
５
年

６
月
、
民
営
化
の
際
の
国
鉄
職
員
の

「
不
採
用
基
準
」
そ
の
も
の
が
不
当

労
働
行
為
で
あ
っ
た
と
す
る
画
期
的

な
最
高
裁
決
定
を
か
ち
と
り
、
し
か

も
そ
の
不
採
用
基
準
の
策
定
を
命
じ

た
の
が
民
営
会
社
＝
Ｊ
Ｒ
側
だ
っ
た

こ
と
も
暴
き
だ
し
た
の
で
す
。

台
湾
な
ど
の
戦
闘
的
労
働
組
合
の
代

表
団
が
参
加
し
、「
万
国
の
労
働
者
、

団
結
せ
よ
」
の
呼
び
か
け
を
発
し
て

い
ま
す
。　

Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
と
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
に

反
対
し
て
米
西
海
岸
の
港
を
１
日
止

め
る
闘
い
を
08
年
に
共
同
で
取
り
組

み
ま
し
た
。
昨
年
、
公
教
育
破
壊
や

民
営
化
に
反
対
す
る
教
育
ス
ト
を
闘

い
ぬ
い
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
統
一
教
組

と
の
連
帯
を
強
化
す
る
な
ど
連
帯
闘

争
は
大
き
く
発
展
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
15
年
以
降
、
韓
国
・
民
主
労

総
ソ
ウ
ル
地
域
本
部
（
約
20
万
人
）

と
は
、
11
月
東
京
集
会
と
ソ
ウ
ル
で

の
労
働
者
大
会
を
「
東
京
―
ソ
ウ
ル

国
際
共
同
行
動
」
と
し
て
呼
び
か
け

る
と
こ
ろ
ま
で
発
展
し
て
い
ま
す

（
写
真
は
２
０
１
６
年
の
ロ
ウ
ソ
ク

革
命
の
最
中
の
ソ
ウ
ル
市
内
）

【日比谷野音への行き方】　ＪＲ新橋駅徒歩１５分
東京メトロ丸の内・千代田線「霞ヶ関」徒歩３分
日比谷線「日比谷」徒歩３分／都営三田線「内幸町」

●日比谷野外音楽堂
■日比谷図書館

■日比谷公会堂
■交番

●霞ヶ関（丸の内線）

●
日比谷

（日比谷線・千代田線）

　
　
　
　

●

内
幸
町

（
三
田
線
）

　（千代田線）
 ●霞ヶ関

至銀座至新橋

日
比
谷
野
音
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
11
月
労
働
者
集
会
と
は
？

国
鉄
闘
争
を
旗
印
に
関
生・
港
合
同・
動
労
千
葉
の
呼
び

か
け
で「
闘
う
労
働
組
合
の
全
国
ネ
ッ
ト
」を
め
ざ
す

 

韓
米
な
ど
世
界
の
労
組
代
表
団
も
参
加

第
Ⅰ
部 

全
国
労
働
者
集
会（
正
午
）  

第
Ⅱ
部 

改
憲
阻
止
１
万
人
行
進
（
２
時
）

集
会
後 

日
比
谷
野
音
→
銀
座
→
東
京
駅
ま
で
デ
モ
行
進（
３
時
）

11
月
３
日
㈰
正
午
開
始 

11
時
開
場

東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

関
西
生
コ
ン
支

　
　

部

弾
圧
う
ち
破
ろ
う

　
Ｊ
Ｒ
に
法
的
責
任
な
し
の
虚
構
を

突
き
崩
し
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
が

国
家
的
不
当
労
働
行
為
で
あ
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
さ
せ
た
の
で
す
。
闘

い
は
職
場
復
帰
を
め
ざ
し
て
現
在
も

続
い
て
い
ま
す
。

国
際
連
帯
の
発
展

　
さ
ら
に
03
年
、
動
労
千
葉
が
イ
ラ

ク
戦
争
に
反
対
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に

立
ち
上
が
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

集
会
は
国
際
連
帯
闘
争
に
発
展
し
ま

し
た
。
米
国
か
ら
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
（
国
際

港
湾
倉
庫
労
働
組
合
）、
韓
国
か
ら

民
主
労
総
ソ
ウ
ル
地
域
本
部
の
代
表

団
が
参
加
し
た
の
で
す
。
以
来
、
ド

イ
ツ
・
英
国
・
ト
ル
コ
・
ブ
ラ
ジ
ル
、

ＮＯ安倍！ 改憲発議を許すな！
 非正規職だけの社会にさせない
１１・３日比谷野音

　
今
年
で
22
回
目
と
な
る
本
集

会
は
吹
き
荒
れ
る
攻
撃
の
渦
中

で
開
か
れ
ま
す
。
呼
び
か
け
団

体
の
一
つ
で
あ
る
全
日
本
建
設

運
輸
連
帯
労
組
関
西
地
区
生
コ

ン
支
部
（
関
生
支
部
）
に
資
本

と
警
察
権
力
あ
げ
て
の
史
上
ま

れ
に
み
る
大
弾
圧
が
加
え
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

　
昨
年
７
月
か
ら
始
ま
っ
た
弾

圧
は
、
逮
捕
者
数
延
べ
84
人
、

家
宅
捜
索
は
百
数
十
か
所
に
及

び
、
今
も
逮
捕
・
起
訴
・
長
期

拘
留
が
頻
発
す
る
た
だ
な
ら
ぬ

事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
〝
事
件
〟
な
ど
存
在

し
な
い
の
で
す
。〝
事
件
〟
は

当
た
り
前
の
労
働
組
合
活
動
で

す
。ス
ト
ラ
イ
キ
や
団
体
交
渉
、

抗
議
行
動
な
ど
、
憲
法
28
条
で

保
障
さ
れ
た
正
当
な
組
合
活
動

が
「
威
力
業
務
妨
害
」「
強
要
」

「
恐
喝
」
に
仕
立
て
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
組
合
活
動
が
「
組
織
犯
罪
」

と
さ
れ
、
労
働
組
合
が
「
組
織

犯
罪
集
団
」
と
さ
れ
る
。
労
働

者
が
長
い
闘
い
の
歴
史
の
中
で

か
ち
と
っ
て
き
た
団
結
権
、
団

体
交
渉
権
、
団
体
行
動
権
が
、

ま
る
で
労
働
組
合
が
禁
止
さ
れ

て
い
た
戦
前
の
よ
う
に
否
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
関
生
支
部
は
、
生
コ
ン
の
製

造
や
運
搬
、
圧
送
に
従
事
す
る

労
働
者
で
つ
く
ら
れ
た
産
業
別

労
組
で
す
。

　
生
コ
ン
産
業
は
、
セ
メ
ン
ト

メ
ー
カ
ー
と
ゼ
ネ
コ
ン
に
支
配

さ
れ
、
収
奪
さ
れ
る
構
造
の
中

で
中
小
零
細
企
業
が
ひ
し
め

き
、労
働
条
件
は
劣
悪
で
し
た
。

　
関
生
支
部
は
そ
の
生
コ
ン

業
者
を
協
同
組
合
に
組
織
し
、

メ
ー
カ
ー
か
ら
は
協
同
購
入
、

ゼ
ネ
コ
ン
へ
は
協
同
販
売
を
や

る
こ
と
で
競
争
原
理
に
ス
ト
ッ

プ
を
か
け
、
生
コ
ン
価
格
を
維

持
し
、
生
コ
ン
産
業
の
労
働
条

件
を
守
る
画
期
的
な
闘
い
を
つ

く
り
だ
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
国
策
弾
圧
で
す
。
安

倍
政
権
は
こ
の
よ
う
な
労
働
組

合
の
存
在
と
闘
い
を
も
う
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断

し
、
私
た
ち
の
団
結
と
運
動
を

つ
ぶ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
私
た
ち
は
絶
対
に
負

け
ま
せ
ん
。
労
働
者
が
労
働
組

合
に
団
結
し
、
自
ら
の
権
利
や

労
働
条
件
の
決
定
に
参
加
す
る

こ
と
は
民
主
的
な
社
会
の
不
可

欠
の
条
件
で
す
。
こ
れ
は
す
べ

て
の
労
働
者
の
権
利
と
未
来
の

か
か
っ
た
闘
い
で
す
。

労
組
な
き
社
会

　
Ｊ
Ｒ
の
職
場
で
も
「
労
組
な

き
社
会
」
を
つ
く
る
総
攻
撃
が

吹
き
荒
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
２
月
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
社

長
が
首
相
官
邸
に
呼
ば
れ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、国
鉄
分
割
・

民
営
化
に
協
力
し
た
よ
う
な
御

用
組
合
ま
で
解
体
す
る
攻
撃
が

始
ま
っ
た
の
で
す
。

　
わ
ず
か
１
年
の
う
ち
に
４
万

人
近
く
の
労
働
者
が
組
合
を
脱

退
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
倍

政
権
は
Ｊ
Ｒ
で
「
労
組
な
き
社

会
」
の
モ
デ
ル
を
つ
く
り
、
そ

れ
を
「
社
員
代
表
法
理
の
明
確

化
」
と
称
し
て
法
制
化
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
攻
撃
の
も
と
で
一
体
何

が
始
ま
っ
た
の
か
。
鉄
道
業
務

を
何
百
も
の
子
会
社
へ
バ
ラ
バ

ラ
に
外
注
化
し
、
労
働
者
ご
と

突
き
落
と
す
攻
撃
で
す
。
乗
降

客
数
で
10
位
内
の
秋
葉
原
駅
ま

で
が
丸
ご
と
別
会
社
に
外
注
化

さ
れ
、
運
転
士
・
車
掌
の
職
名

ま
で
来
年
４
月
に
は
廃
止
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

「
労
組
な
き
社
会
」と
は
、「
非

正
規
職
だ
け
の
社
会
」
を
つ
く

る
攻
撃
で
す
。

　
32
年
前
、
国
鉄
分
割
・
民
営

化
攻
撃
に
よ
っ
て
総
評
・
社
会

党
が
解
体
さ
れ
、
日
本
の
労
働

組
合
は
抵
抗
す
る
力
を
失
い
ま

し
た
。
安
倍
政
権
は
再
び
Ｊ
Ｒ

で
組
合
を
つ
ぶ
す
こ
と
で
労
働

組
合
の
す
べ
て
を
つ
ぶ
そ
う
と

し
て
い
る
の
で
す
。

労
働
組
合
の
再
生

　
安
倍
政
権
は
労
働
組
合
を
つ

ぶ
し
て
「
戦
争
の
で
き
る
国
」

を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
歴
史
の
岐
路
に
立
っ

て
い
ま
す
。
安
倍
政
権
は
、
７

月
参
院
選
を
戦
後
初
め
て
「
改

憲
の
是
非
を
問
う
選
挙
」
と
し

て
強
行
し
、「
国
民
の
審
判
は

下
っ
た
」
と
言
っ
て
秋
の
臨
時

国
会
に
臨
も
う
と
し
て
い
ま

す
。
改
憲
発
議
を
絶
対
に
許
し

て
は
な
ら
な
い
！

　

「
働
き
方
改
革
」
の
美
名
の

も
と
に
戦
後
最
悪
の
雇
用
・
権

利
破
壊
攻
撃
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
労
働
者
の
総
非
正
規
職

化
、
首
切
り
自
由
化
に
駆
り
立

て
る
な
！

　
過
労
死
の
社
会
を

つ
く
る
な
！

　
労
働
組
合
を
戦

前
の
よ
う
な
産
業
報
国
会
に
し

て
は
な
ら
な
い
。

　
私
た
ち
は
、
労
働
者
の
団
結

と
労
働
組
合
の
再
生
を
め
ざ
し

て
闘
い
ま
す
。
本
集
会
は
、
韓

国
・
民
主
労
総
ソ
ウ
ル
地
域
本

部
と
共
同
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
「
国
益
」「
排
外
」

を
掲
げ
た
攻
撃
に
負
け
な
い
。

国
境
を
超
え
た
労
働
者
の
団
結

で
世
界
を
変
え
よ
う
！

国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回！
運
転
士
・
車
掌
廃
止
―

外
注
化
と
闘
お
う

　
11
月
３
日
、東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で「
全
国
労
働
者
集
会
＆
改
憲
阻
止
！
１
万
人
行
進
」

を
開
催
し
ま
す
。
今
秋
臨
時
国
会
で
の
改
憲
発
議
を
許
す
な
！

　
非
正
規
職
だ
け
の
社
会
に
さ

せ
る
な
！

　
全
日
本
建
設
運
輸
連
帯
労
組
関
西
生
コ
ン
支
部
へ
の
大
弾
圧
を
は
ね
返
そ
う
！

　

国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
開
始
さ
れ
た
「
労
働
組
合
な
き
会
社
」
を
つ
く

る
攻
撃
を
許
す
な
！

　
韓
国
ろ
う
そ
く
革
命
、
フ
ラ
ン
ス
黄
色
い
ベ
ス
ト
運
動
、
ア
メ
リ
カ
の

教
育
ス
ト
ラ
イ
キ
、
そ
し
て
香
港
の
よ
う
に
社
会
を
変
え
る
労
働
者
民
衆
の
大
反
乱
を
！

　
安

倍
政
権
を
倒
す
大
行
進
を
！

　
全
国
か
ら
の
結
集
を
心
よ
り
訴
え
ま
す
。

全国労働者総決起集会
改憲阻止！１万人行進

【
呼
び
か
け
労
組
・
団
体
】
全
日
本
建
設
運
輸
連
帯
労
働
組
合
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
／
全
国
金
属
機
械
労
働
組
合
港
合
同
／
国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合

	
	

　
　
　

国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
反
対
し
、
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
を
支
援
す
る
全
国
運
動
／
改
憲
・
戦
争
阻
止
！
大
行
進
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１１月３日㈰正午開始
（１１時開場）

東京・日比谷野外音楽堂
第Ⅰ部 全国労働者集会（正午） 
第Ⅱ部 改憲阻止１万人行進（２時）
集会後 日比谷野音→銀座
→東京駅までデモ行進（３時）

ＮＯ安倍！ 改憲発議を許すな！非正規職だけの社会にさせない
関西生コン支　

　部弾圧うち破ろう！国鉄１０４７名解雇撤回！運転士・車掌廃止―外注化と闘おう

１１・３日比谷野音全国労働者総決起集会
改憲阻止！１万人行進

闘
う
労
働
運
動
を
甦
ら
せ
よ
う
！

　★
〝
ま
る
で
戦
前
〟
の
労
働
組
合
弾
圧
と
闘
う

　
　
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部

　★
Ｊ
Ｒ
職
場
で
「
労
組
な
き
社
会
」
攻
撃
と
闘
う

　
　
動
労
千
葉
・
動
労
水
戸

世
界
の
労
働
者
が
集
会
に
参
加
！

　★
韓
国
民
主
労
総
ソ
ウ
ル
地
域
本
部
代
表
団

　
　全
国
公
務
員
労
組
ソ
ウ
ル
本
部

　
　ソ
ウ
ル
交
通
公
社
労
組（
旧
地
下
鉄
労
組
）な
ど

　
　※
大
邱
か
ら
も
訪
日
団

　★
台
湾
鉄
道
産
業
労
働
組
合

　
　桃園
市
空
服
員
職
業
労
働
組
合

　★
ド
イ
ツ
機
関
士
労
組
ベ
ル
リ
ン
都
市

鉄
道

支
部
組
合
員

　★
強
制
収
容
や
め
ろ
！
入
管
体
制
を
粉
砕
し
よ
う

　
　
滞
日
・
在
日
外
国
人
労
働
者

改
憲
発
議
を
許
す
な
！
銀
座
デ
モ
へ
！

　
★
日
比
谷
野
音
→
銀
座
→
東
京
駅
ま
で
デ
モ
行
進

教え子を再び戦場に送るな！ 改憲と戦争の安倍に反撃を！教え子を再び戦場に送るな！ 改憲と戦争の安倍に反撃を！

すべての怒りを

◆改憲を阻止する闘いを職場・地域から
　10月４日から始まった臨時国会の所信表明演説で、安倍は「与

野党あげて改憲に取り組もう」と訴えました。「令和の時代の新し

い国創り」のフレーズをくり返して、改憲への世論をあおり立てて

います。

　改憲の最大の眼目は、９条を破壊して、自衛隊を憲法に明記す

ることにあります。これが通れば、軍事費はさらに膨れ上がりま

す。大増税と社会保障の削減で、労働者人民はさらなる生活苦に

突き落とされます。学校や自治体に自衛隊への協力が義務づけら

れると同時に、学校では「戦争の放棄」ではなく「国防の義務」を教

えることが押しつけられます。

　東電無罪、関電ワイロ、台風15号による千葉県への甚大な被

害、消費税アップなど、安倍政治への怒りは沸騰しています。労働

者人民の団結した力を今こそ安倍にたたきつけよう。11・３集会

に集まろう！

◆関西生コン支部への大弾圧に
　全労働者の未来かけて反撃しよう
　関西生コン支部、港合同、動労千葉が労働組合の再生をめざして

闘ってきた11月労働者集会は、今年で22回目となります。この呼

びかけ３労組の一つである関西生コン支部に、いま大弾圧が加えら

れています。働く者の権利が、警察の執拗なでっち上げ逮捕で、力

尽く奪われています。

  正社員化を要求したら「強要」!?　賃上げを要求したら「恐喝」!?　

危険な違法作業を指摘したら「威力業務妨害」!?　こんなデタラメな

口実による弾圧です。2018年７月からすでに15次に渡っていて、

９月までに87人が不当に逮捕されています。「ゼネコンの横暴」と

闘い続ける労働組合を安倍がいかに恐れているかを示しています。

　これは「共謀罪」の労働運動への適用です。安倍政権は、「働き方改

革」（大企業の利益のための「働かせ方改悪」）を強行し、「労組なき

　
社会」にするために、この大弾圧に踏み出しています。これを許した

らその先は戦争協力の強制です。

　改憲阻止の闘いを決するのは何よりも労働組合の闘いです。未来

をかけて、全労働者の団結で反撃に立ちましょう！

◆戦争教育反対！
　青年の未来を戦争で奪うな
　萩生田光一が文科相に就任しました。「加計疑獄」で文科相に

「安倍の意向」を伝えた張本人です。議員会館の事務所には「教

育勅語」の掛け軸を掛けている極右であり、「日本会議」のメン

バーです。改憲に前のめりになっている安倍政権は、この萩生

田を文科相に抜擢しました。学校を「戦時体制」に動員するため

です。

　道徳の教科化、政府見解を押しつける教科書、ウソを教える

「放射線副読本」の配布、天皇代替わりでの「祝意」の強制、オリ

ンピック・パラリンピック教育の押しつけ……。東京では小学生

までも猛暑下でのパラリンピックの応援に駆り出そうとしてい

ます。絶対に許せません！　職場から反対の声を上げていきま

しょう！ 

◆国境を越えた労働者の団結で
　戦争をとめよう
　11・３全国労働者総決起集会／改憲阻止！１万人行進は、「ろう

そく革命」を実現した韓国・民主労総ソウル地域本部と共催する、

国際連帯集会です。今年は11月３日の東京集会と９日のソウルで

の労働者大会を「東京ーソウル国際共同行動」として呼びかけら

れています。

　政府・マスコミ一体となった韓国バッシングを打ち破り、日韓労

働者民衆の熱い国際連帯を勝ちとりましょう。労働者の団結で世

界を変えましょう！

■11月３日（日）

   正午　全国労働者総決起集会

　 午後２時　改憲阻止！１万人行進

　 午後３時　デモ出発

■東京・日比谷野外音楽堂

■呼びかけ　関西地区生コン支部／

港合同／動労千葉／国鉄闘争全国

運動／改憲・戦争阻止！大行進

11・３全国労働者総決起集会
／改憲阻止！１万人行進
11・３全国労働者総決起集会
／改憲阻止！１万人行進
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安倍たおそう

11・３日比谷野音へ11・３日比谷野音へ

〈左〉関西生コン支部のトラックデモ
〈右〉三浦半島教組の仲間が中心になって呼びかけ
「改憲・戦争阻止！大行進神奈川」がデモ

 １１・３日比谷大結集へ
   残り２週間 組織化に全力を


